


E斎更菫列

5月20日（水）

教師に支えられて，自分で行動して思いをかなえる

｢でもね,3B児ちゃんが使ってた」

3A児は，ピンクのスカートをはき，ぬいぐるみをそのスカートの腰ゴムに挟み，手を放して

も落ちないようにして保育室内を歩いている。しかし，表情は暗く，困っているように感じた｡

しばらく様子を見ていると，おんぶ紐でぬいぐるみを抱っこしている友達の姿を目で追ったり，

おんぶ紐がかたづけてある棚を何度か見に行ったりしていたことなどから，おんぶ紐を使ってぬ

いぐるみを抱っこしたいと思っているがことがわかった。そこで，教師から声をかけた。

教師「3A児ちやん。どうしたの」

3A児が教師の近くに来て「あのね，あのね，あのね，あの紐。ピンクの紐．．．」と言いなが

ら,3C児を指さした。そして「あのね，あのね,3A児ちやんね。あのね，使いたい」と，自分

の気持ちを一生懸命教師に伝えようと声を出した。

教師「3A児ちやんは，お友達が使っているおんぶ紐を使いたいのね」

3A児は頷いた。

教師「(ままごとコーナーを指さして）あそこにある，おんぶ紐，誰も使ってないから，

使っていいんじやないかな」

3A児「でもね,3B児ちやんが使ってた」

教師「3B児ちやん，砂場に遊びに行ったからもう使ってないよ」

3A児は砂場の様子を見たのち，教師の顔を見て，ままごとコーナーに行った。おんぶ紐の前

にしばらく立ち，様子を伺っていたが，振り返り教師の顔を見ると，おんぶ紐をもって走って教

師のもとに戻ってきた。そして「抱っこにして」と教師に紐を手渡した。教師がぬいく、るみとお

んぶ紐を受け取り，抱っこスタイルにすると，笑顔でぬいく、るみを抱きしめた。

函
課題

・おんぶ紐を使ってぬいく、るみを抱っこしたい達成課題

主体的・協同的な姿

・ぬいぐるみを抱っこしている友達の様子を見て真似したいと思う

、スカートにぬいぐるみをはさみ，おんぶ紐がなくても思う形にならないか工夫する

・自分でおんぶ紐を探す

・教師に自分の思いを伝えようとする

･3B児の姿を確認する

・おんぶ紐をもって教師のもとに戻ってくる
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6月21日（日）「お姫様ごっこ」

困っている友達を助けて解決

自分の気持ちを切り替えて解決

友達に助けてもらって解決

3A児,3B児らがスカート，チュール，冠を身につけて，ままごとコーナーでお姫様ごつこ

をしていた。ままごとコーナー内にあるデンの下のカーテンの中に隠れたり，デンの上に上った

りして楽しんでいた。そこに3C児がやってきた。3B児が「勝手に入ったらダメ」と声をかけ

るも，お構いなしに家の中に入り，台所にある食べ物を手に持とうとした。すると3B児が「使

ったらダメ」と,3C児を押した事から,3B児と3C児のたたき合いが始まり,3B児が泣い

てしまった。

教師「お姫様のおうち，なんだか大変なことになっているみたいね」

3B児「3C児ちやんがたたいた」

3C児「・・・・・・・・」

教師「3C児ちやんはどうしたかったの」

3C児「・・・・入りたかった」

3B児「お姫様のおうちだから，スカートはいてないと入れないもん」

3C児は何も言えず，黙って食べ物を触りながらうつむいている。教師がどうしたものかとい

う表情で見ていると,3A児がスカート持ってきて黙って3C児に手渡した。3C児はスカート

受け取り，はいた。教師は「3A児ちやん，スカート探してきてくれたの」と，声をかけた。3A

児は頷いた。

3B児「(3C児ちやんは）冠とかしてないしダメ」

そこに,3D児が「ただいま」と，家の中に入ってきた。見ると，スカートははいているもの

の，冠やチュールは身につけていない。3A児,3B児，教師はお互いに顔を見合った。3B児

は誰に言うでもなく「いいよ」と言った後，自分から3C児のそばに行き，「ここがご飯食べると

ころね」と声をかけ，ままごとコーナーで遊び始めた。

屋雪
3A児

課題

･3B児と3C児のいざこざを止めたい解決課題

主体的・協同的な姿

・友達の思いを聞き，自分なりに行動する
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教師のかかわり

・状況を整理する

・幼児の自発的な気づきを促す

･3A児の行動を認める

学んでいたと思われること

･友達がいざこざを始めると,遊べなくなるEﾐ満更颪

･自分の行動を教師に認められた嬉しさF巨晉歪國

･お姫様ごっこの続きができる安心感医芯國

3B児

課題

･3C児を入れたくない発生課題

主体的・協同的な姿

･3C児を押す

･3C児が入れないように，理由を考える

教師のかかわり

･3C児の思いを聞く

・教師も困っている様子を醸し出す

･3A児の行動を認める

学んでいたと思われること

・自分は入れたくないと思っていても， 周りの友達の中には3C児を受け入れる友達がいること

雁霊調

初めは嫌だったけど,3C児を場に入れてもいいと思うことができた

自分の気持ちを変えなければいけないこと

3C児

課題

お姫様ごっこに入りたい達成課題

折り合いをつける（まあいいか）

気持ちのコントロール
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主体的・共同的な姿

･3B児に止められてもままごとコーナーに入る

･3B児といざこざになっても，その場を離れず居続けたこと

･3A児が持ってきてくれたスカートを受け取りはいたこと

教師のかかわり

・思いを言葉で表現できるよう声をかける

・様子を見守る

学んでいたと思われること

･たたいても入れてもらえないこと厘b,EDIE7tf言而啄調
・お姫様ごっこの時は，スカートをはいていないと仲間に入れないこと

･自分を入れたくない友達や助けてくれる友達がいることI函著璽詞

･お姫様ごっこに加われた嬉しさ 魎
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9月17日（木）「これみたいにきれいにしたい」 教師と一緒にやって解決

数人の幼児が，製作コーナーで，ハートの型紙を使って色画用紙をハートの形をかき，はさみ

を使ってハート型に切り抜いていた。3A児も友達の様子を見ながらハートの型紙を使って色画

用紙にハートの形をかいた。そして，はさみでハートの形に切ろうとやってみるも丸い部分を線

の通りに切ることができず，ハート型にならなかった。もう一度，色画用紙に型紙を使ってハー

トの形をかいた。

3A児「先生切って」

教師「さっき切ったのは，どうしたの」

3A児「変になった。（友達のもっているきれいに切り抜かれたハートを指さして）これみ

たいにきれいにしたい」

教師「それじやあ，先生と一緒にやってみよう」

3A児「うん」

教師は3A児の後ろから3A児のはさみを持った手と切り抜く紙を支え，切り方を伝えながら

少しずつ切り，さっきよりもきれいなハートの形を切り抜くことができた。

3A児「できた」

教師「ゆっくりやったらできたね」

3A児「もう一個つくりたい」

教師「困ったら，またお手伝いするね」

3A児は「うん」と答え，つくり始めた。いびつな形にはなったけどハートの形を切ることが

できた。

塵ヨ
課題

友達みたいにきれいなハートの形をつくりたい解決課題

主体的・協同的な姿

・友達のやり方を真似て自分でやってみようとするが，うまくできない

・教師に助けを求める

・教師と一緒にやってみると，思っていたハートの形が切れる

教師のかかわり

･3A児の手と紙を支えながら，一緒にハートの形を切る

・できたことを共に喜ぶ

学んでいたと思われること

･友達みたいにきれいなﾊー ﾄの形をつくりたいがうまくできない斥滴豆國

･教師と一緒にやったら思った形を切ることができたうれしさ唐祠I言籟國
．もう一度挑戦しようとする気持ち園
･教師に手伝ってもらえる安心感医芯國
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9月29日（火）「私もスカートつくる」 気持ちを切り替えて解決

3A児が「スカート返しなさい」「3B児ちやん，いじわる」と怒っている。3B児は黙ったま

ま,3A児を見ている。しばらく様子を見ていたが，状況が変わらなかったので声をかけた。

教師「3A児ちやんは，何を怒っているの」

3A児「3B児ちやんが黄緑色のスカート返してくれないの」

3A児は手に少し汚れた緑色のスカートをもち,3B児はきれいな黄緑色のスカートをはいて

いた。

教師「3A児ちやんも，黄緑色のスカートを使いたいってこと」

3A児「そう」「スカート返しなさい」

3B児「ダメ」

3A児は最初黄緑色のスカートを使っていたが,3B児が貸してほしいと言ったので貸してあ

げたが,3B児が使っている姿を見ていたら，きれいな黄緑色のスカートを使いたくなった。そ

こで，返してほしいと言ったが，返してくれなかったため怒っていた。そこに,3C児が「先生，

スカートない」とやってきた。

教師「みんな使っているみたいね」

3C児「う～ん」

教師は，運動会で使った不織布のあまり布を材料コーナーに準備してあったこともあり，「製作

コーナーにある材料でつくってみようか」と声をかけた。3A児から見える場所で3C児と一緒

に紙ベルトに不織布を重ねてはったスカートをつくった。3C児は「かわいい」と大喜びでスカ

ートをはいて遊び始めた。その間,3A児と3B児は一歩も動かなかったが，喜ぶ3C児の姿を

見て,3A児は教師のそばに来た。

3A児「先生，私もスカートつくる」

教師「一緒につくろう」「3A児ちやん，黄緑色のスカートはどうするの」

3A児「使わない」

その後,3B児は黄緑色のスカートをはいて遊び続けた。3A児は，自分の好きな色を組み合

わせてスカートを完成させた。出来上がると3A児はスカートをはき「かわいいでしょう」と教

師の前でポーズを決めた後，鏡の前に行き自分の姿を満足そうに見ていた。

匿ヨ
課題

・自分の気に入ったスカートをはいて遊びたい解決課題
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主体的。協同的な姿

･3B児にスカートを返してほしいと訴える

･3C児が教師とスカートをつくる姿を見る

･3C児の喜ぶ姿を見て，気持ちを切り替える

・教師とスカートをつくる

教師のかかわり

・いざこざの状況を聞く

・思いを聞く

･3A児から見える場所で3C児とスカートをつくる

・思いを話すように促す

思い通りにならない体験

学んでいたと思われること

･3B児は自分の思い通りにならない存在であること匡雷銅

･3C児と教師がつくったｽｶー ﾄもかわいいことに気づく厘王

､自分でもスカートをつくることができること暦冤烹芳預三頁フヲ
、自分でつくったスカートを使って遊ぶ楽しさ犀~て~ヨ席豆雨

とに気つく画羅祠

厩冤烹芳預三頁ﾌｦﾐ1

座趣
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園
課題

・先生の真似をして，困っている友達を助けたい発見課題

主体的・協同的な姿

・困っている友達がいることに気がつき声をかける

・自分の考えを友達に伝える

・これまでの教師のかかわりを真似てやってみる

･3A児を遊びの場に連れて行く

教師のかかわり

･3A児の思いを受け止め，自分で気持ちを切り替えられるように願い言葉をかける

･3D児に3A児の思いを伝える

・その場の状況を言葉で表現する

･3D児の言動を認める

学んでいたと思われること

･自分で｢まぜて」と声をかけることができない友達がいること匡雷調

まぜてもらえない友達を助けてあげると，その友達は遊ぶことができる厩翻尼~巨晉走國

困っている友達の代わりに行動すると困っている友達が喜ぶこと雁豆國疽~巨胄歪國
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11月11日（水）「くるくる棒づくり」 友達の真似をしながらくるくる棒をつくって解決

3A児,3B児らがくるくる棒（新聞紙や広告紙などを細く丸めてつくった棒状のもの）をつ

くりたいと，教師の所にやってきた。そこで，製作コーナー横の床で教師と一緒につくることに

した。教師は「順番ね」と一人ずつ教師の前に座るよう促し，幼児の後ろからつくり方を伝えた

り，手を添えて一緒に紙を丸めたりしていた。そこに3C児,3D児も紙をもって「くるくる棒

つくりたい」と，教師の所に来た。

教師「今,3A児ちやんとつくっているから，順番ね」

3C児,3D児は，紙を手に持って教師のそばに座った。3A児のくるくる棒を巻き終えると，

3A児は「テープ，先生と一緒にしたい」と言った。教師は3A児が製作コーナーからテープを

もってきて留め終わるまで手を添えて手伝った。

教師「次,3B児ちやんね」

3B児は教師に紙を渡し，教師の向かい側に座ったので，教師は「一緒につくろう。こっち（先

生の前）に来て」と,3B児を促し教師の前に座らせ，一緒に紙を巻き始めた。その間,3C児は

製作コーナーに行ったり，ままごとコーナーに顔を出したりしていた。そして3B児のくるくる

棒が巻きあがると,3C児は「はい」と自分の指についているテープを3B児に差し出した。3

B児は「ありがとう」とテープを受け取りくるくる棒を完成させた。3C児は3B児に笑顔を見

せた。

教師「次は3C児ちゃんの番ね」

3C児「先生，ちょっと待って･テープ」

3C児は，指につけていたテープを床にはって，教師の前の座った。そして，教師と一緒にく

るくる棒を巻き，最後に自分が床に張ったテープで留めて完成させた。その様子を見ていた3D

児は自分の||偵番がくると「先生，テープ」と言って製作コーナーに行き，テープを切って持って

帰ってきた。そして教師の前に座り,3C児と同じように床にテープを貼った。教師と一緒にく

るくる棒を巻き終えると，床に貼ってあったテープを探し，「あった」と床からテープをはがした。

そのテープを巻きあげた棒に貼り，くるくる棒を完成させた。

屋雪
課題

くるくる棒をつくりたい達成課題

主体的・協同的な姿

．くるくる棒をつくりたい思いをもち，｜|頂番を待つ

･3C児は3A児の様子を見て，早く自分の番になってほしいので3B児のテープも持ってくる
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1月14日（水）「三つ編み」 友達にやってもらって解決する

3A児,3B児,3C児,3D児,3E児がタフロープで三つ編みをつくりたいと，教師が準

備した『三つ編みカード」（3色の色を1，2，3の順に記したもの）を見ながら，「赤，紫，黄

色，赤，紫，黄色」と言いながら挑戦していた。教師は様子を見ながら，声をかけたり，手を添え

たりしていた。

3A児「むずかし～い」

3C児「わからなくなった」

教師は「ここ（タフロープを交差させる部分）を押さえながらするとわかりやすいよ」と，や

って見せた。幼児は教師の手元を真剣に見ていた。教師の話が終わるとすぐに自分のタフロープ

に目を向け，つくり始めた。

3D児「先生，できてきた」

3B児「できない」

その様子をそばで見ていた3F児が,3B児に「次，紫」と声をかけた。3B児は3F児の顔

を見た後，紫のタフロープを動かした。3F児は「次，黄色」と，黄色のタフロープを持ち上げ

た。3B児は,3F児から黄色のタフロープを受け取り動かした。

3F児「3F児ちやん，やってあげようか」

3B児「うん」

3F児は3B児と場所をかわった。3B児は3F児のすぐ､横に座り,3F児がつくってくれる

様子を見ていた。3B児の三つ編みができあがると,3E児が「3E児ちやんも（やって)」と声

をかけた。3F児は「いいよ」と,3E児の三つ編みもつくった。出来上がると3F児は「みんな

のつくった～」と，満足げな表情で教師に伝えた。

團
課題

・三つ編みがほしい解決課題

主体的・協同的な姿

3B児

・教師につくり方を聞いたり，教師のつくる様子を見たりして自分でやってみる

･3F児の手助けを受け入れて，つくろうとする

･3F児の申し入れを受け入れ，つくってもらう
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3F児

･教師の教え方を真似てできない友達を手伝ってあげる

．できない友達の分をつくってあげる

教師のかかわり

・三つ編みのやり方がわかるように「三つ編みカード」を準備する

・目の前でつくって見せる

学んでいたと思われること

3B児

・三つ編みのやり方を知る圃

・三つ編みをしてみるが,思うようにできない不満Eﾐ満更颪
・友達に助けてもらって，三つ編みを手にすることができた嬉しさ

．助けてくれる友達がいることを知る医雷調

･3F児は三つ編みができることを知る辰壼罰ヨ

唾

3F児

・自分の申し入れを受け入れてくれる友達がいることを知る

.つくってあげることができた喜び雁豆國恒童元1

匡垂理
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1月21日（木）「こっち（に乗せて)」 お互いのやろうとすることを読みとりながら解決

この日の前日，教師は3A児,3B児,3C児らとお寿司屋さんごっこをした。教師が中心と

なり，保育室のホワイトボードの前でジュニアブロックや椅子を使って3つのテーブルをつくり，

そのテーブルで店を囲み，その中で身近な素材を使って寿司をつくって楽しんだ。かたづけの時

には，「明日，これ（すし桶）いつぱいにしたら（すしを並べることができたら）お店をオープン

させよう」と，話しながらかたづけをした。

この日，教師は着替えコーナーで幼児(3B児ら）の身支度の援助をしながら遊びの様子を見

ていた。その時3A児がお寿司屋さんのお店をつくる為にジュニアブロック（板のものと立方体

のもの）を二つ，保育室のホワイトボードの前（昨日お店をつくった場所）に運んできた。

教師は3B児にも早く身支度を終え，お寿司屋さんに参加する気持になってほしいと願い「3

hh
A児君，早い!もうお寿司屋さんの店'つくり始めたよ｣とつぶやいた｡

その声を聞いた3C児が教師のそばにやってきた．

■3C児「先生，僕もやりたい」

教師「3A児君がもうお店つくってるよ。先生，まだ遊べないんだよね。3A児君に聞

いてみたら」

3C児は3A児のそばに行った。3A児は，昨日と同じお店になるように板のジュニアブロッ

クをテーブルのようにしようと，椅子や立方体のジュニアブロックを動かしているが思うように

できないでいた。3C児は3A児の動きを見ながら椅子を動かした。3C児はこれまで自分から

友達に声をかける姿はほとんどみることができない幼児であったが，この日は自分から声をかけ

た。

3C児「こっち（に乗せて)」

そう言って,3A児の持っていたジュニアブロック（板のもの）の一方を椅子の上に乗せるよ

うに促した。そしてもう一方の下に椅子を入れ，テーブルをつくった。二人で顔を見合わせなが

ら微笑んだ｡

3A児「こっち（出来上がった右隣）も，テーブルにしないとダメや」

3C児「こっち(3A児が示したその隣）も」

そう言って二人で笑った｡その後,3A児と3C児はテラスからジュニアブロックを運び入れ，

昨日と同じようにテーブルを3つつくって場を囲みお店を完成させた。
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｢環克菫列
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6月3日「じゃあ，二人ですれば」 解決策を出し合って解決しようとする

弁当の準備のため，4人グループで机を出そうとするが,4A児,4B児は二人で机の同じ

場所を持とうとした。幼児らは今までの経験から，4人で4辺を持てば安全に運べると分かっ

ている。しかしどうしても同じ場所を持ちたい4A児,4B児は押し合いをして場所を取ろう

としていた。取り合う中で二人とも泣き出してしまうが，泣きながらも押し合いを続けてい

る。その様子を見ている同じグループの4C児,4D児に加えて,4E児,4F児,4G児ら

が集まってきた。

4E児「じやあ,4B児君こつちにしたら」

4B児「いや－－－」（泣きながら）

4C児「最初,4B児君こつちにきたんだよ（だから4B児君は場所を変わらなくてよ

い)」

4D児「こっちにだれかいかないと，机がさかさまになる」

教師「そうだよね。二人でここ持ったら危ないことになるかもしれないもんね。でも

これ運ばなきゃいけないもんねえ｡」

4D児「だれかがこっちにこなきやいけない」

4D児の声を聞いて,4B児,4Aは泣きながら更に「どいてよ」「やだ－」と泣きながら

押し合いをする

教 師 「どうする？」

4B児,4Aはなおも「こっちがいい」「僕が持つ」と泣きながらさらに激しく押し合いを

続けた。

教師「分かった分かった。押し合いしても決まらないよ｡」

4F児「じやあ,4B児君こつちにして,4A児君こつちにしたら」

4F児は4B児に場所を移るように提案するが，納得せず泣いて4A児を押し続ける

教師「うん，でも二人ともこっち持ちたいんだって」

4E児「じやあ，二人ですれば」

4F児「でも，危ないんじやない？」

4D児「だれか（別の友達が）こっちに来ないといけない」

と，また話が振出しに戻り，どうしたらよいか分からなくなってしまい沈黙の時間が流れた。

教師「じやあ，試しにこれ（二人）で持ってみたら。これでもてたらいいんじやない。

先生は危ないなと思って，こっちがいいと思ったけど，危なくなかったら」

4C児「先生，お手伝いして！」

教師「先生，重たいからもてない。重たくって持てないもん」

4C児「も－－！」

4C児と教師のやり取りを見ていた4G児が机の誰もいない所へ行き，

4G児「よし！」

と言い，机を持ちあげた。その様子見て4D児が「ありがと」と言い,4B児,4A児は泣く

ことをやめ，二人で同じ場所を持ち上げ，5人で運んでいった。

山

匿ヨ
課題

・机を運ぶことができない解決課題
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主体的・協同的な姿

・机を運ぶために，持ち方に関していろいろなアイディアを提供する

・困っている友達が納得するような机の持ち方を考えようとし，提案する姿

教師のかかわり

．考えが行き詰まった時に，今考えられる方法を試してみるように促し再考するきっかけを与える

・グループの友達や他グループの友達とかかわっていけるように，直接机を運ぶことを手伝わない

学んでいたと思われること

・友達からのアイディアで自分達の課題を解決することができることを知る

友達の力を借りること

･困っている状況を見て,手を貸してうまくいくことを知る匠達正万壱昏孑三~耳

･自分達の力で,机を運ぶことができた喜び,安心感辰豆國医芯國
･力を貸してくれた友達への感謝の気持ち 匪罰
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9月10日（木）「教えてあげようか？」 教えてもらって解決

4A児は弁当の包みを縛ろうとしている。何度も縛ろうとしているがうまく縛ることがで

きない。

4A児「できない」「できない，できない，先生来て，来て，来て」

4A児は弁当の包みを縛れないので，教師の力を借りようと声を掛けた。

教師「ごめん，先生は今4D児のお弁当見てるからいけないんだ」

4A児「やだ，やだ，来て，来て・・・」

4A児は教師から手伝って貰えないので泣き出してしまう。そこへ4A児の泣いている様

子を見ていた4B児がやってくる。

4B児「やってあげようか？」

4A児「いらない」

弁当を自分の力で包める4B児は,4A児の包みもやってあげようとする。しかし4A児は

自分の力で結びたい気持ちがあったので,4B児の申し出を断ってしまう。その後泣きながら

も，何度も挑戦するがうまくいかなかった。そこへ4C児がやってくる。

4C児「教えてあげようか？」

「ここと，ここをちやんともって，こうするの」

4A児「うん」

4C児「こうやって，こうするんだよ」

4C児は4A児と一緒に弁当包みの端をもちながら，結んでいった。4A児は一緒にやって

いるものの，自分の力でも弁当を包んでいることを感じ,4C児の声を聞きながら結んでいっ

た。

4C児「ほらできた」

4A児は包み終えた弁当をじっくりとながめた。

4A児「ありがとう」

4C児はそれを聞いたか聞いていないかの間にその場を立ち去った。

園
課題(4A児）

・弁当の包みを自分の力でしばることができない解決課題

主体的・協同的な姿

・友達の「教えてあげようか」の声を受け入れ，一緒に弁当の包みを縛る姿

教師のかかわり

・教師しかできない援助ではないので，直接かかわることをせずに周りの友達にかかわっていっ

たり，かかわったりしてきてくれるまで見守る
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学んでいたと思われること

・教師以外にも，友達からも自分の課題を解決するために力を貸してもらえることを知る

友達の力を借りること

魎
睡

・自分の力もつかって，弁当の包みを縛ることのできた喜び

･力を貸してくれた友達への感謝の気持ち厩調
･弁当の包み方を知る，経験する 生活に必要な知識・技能

課題(4C児）

・弁当の包みを自分の力でしばることができず困っている友達の存在

主体的・協同的な姿

・弁当の包みを縛れない友達に自ら声をかけ，教えながら一緒に包む姿

・自分の知識や経験から教える姿

学んでいたと思われること

･困っている友達を見つけかかわろうとすること辰窪差莇1孑言1禾詞
・自分の力を貸すことで解決できる課題であると判断し，かかわっていく 尼~百房罷ｦ而盲平1閾

－47－









I

9月28日（月）「でも，これもかっこいいかも！」 友達同士協力して解決

4A児,4B児,4C児は，プレイルームでマルチパネを組み立て，基地をつくって遊んで

いる。テラスでも同様に，他児が基地をつくっている。それを見た4A児らは,2つの基地を

合体させようと自分たちの基地をプレイルームから，テラスに移そうとしている。

4A児「(プレイルームからテラスまで）押して出せばいいよ。多分出せるよ｡」

4B児「そうだね。よし，押そう！せ－の！」

力を合わせて後ろから押すが，そのままではプレイルームの戸からは出すことできないこ

とに気付く。

4A児「だめだ。でかすぎる」

4C児「ほんとや。じやあ壊して一つずつ出すしかないんじやない？」

4B児,4A児「え－」

解体することをやや惜しみながらも，3人で一つずつ壊しては運び，テラスで再び組み立て

始める。

4A児「やつと全部出た－！」

4C児「あれ？でもこれさっきと形変わっとるよ。ここについとったんに反対向きにな

った」

4B児「赤が一番上やったんに一番下になっとる。色も変わった」

しばらく沈黙が続いたが,4B児がひらめいたように口を開く。

4B児「でも，これもかっこいいかも！」

4C児「そうやね。こっちの方が強いかもしれん」

4A児「こっちの形の方が敵が来ても守れそうや」

再びいきいきと遊びが始まった。

塵ヨ
課題

・マルチパネ（基地）を，プレイルームからテラスへ移動させたい解決課題

主体的・協同的な姿

・マルチパネ（基地）を，プレイルームからテラスへ移動させようと試みる姿

．どうすればマルチパネ（基地）をプレイルームからテラス移動させられるかを考え，提案し，

実践する姿

・新たに生じた課題（プレイルームでつくっていた基地と形が変わってしまったこと）に向き合

う姿

教師のかかわり

・大きなマルチパネを持って狭い戸を行き来するので，危険のないよう気を配りながら見守った

学んでいたと思われること

・マルチパネ（基地）を，プレイルームからテラスへ移動する方法を考える

･友達と一緒に取り組むことでやり遂げられた満足感雁尾颪
･目の前の状況を前向きにとらえる(4B児）匪燕琿詞
･友達の前向きな発想を受け入れて遊ぶ(4C児,4A児)|
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屋雪
課題

・以前につくったことがある手裏剣をつくりたい解決課題

主体的・協同的な姿

．つくり方がわからないことを教師に伝える(4B児）

・困っている友達と一緒に考える(4A児）

教師のかかわり

・手裏剣を教師が代わりにつくってあげるのではなく，どうしたらよいかを自分で考えてほしい

と願い見守った

学んでいたと思われること

･自分の思い通りの手裏剣がつくれないはがゆさ(4B児）原遍DIotf彦茄祗騒
･教師でなくても助けてくれる友達がいる(4B児）いて弓麦窪両手召

･友達と一緒にいろいろ試行する(4A児,4B児）厨〒；二言ｦ1

．困っている友達を自分が助けてあげられた(4A児）圧満更雨

思い通りの手裏剣にはならなかったが友達と一緒につくったものを受け入れる(4B児)園
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4A児「4B児君，いい考え思いついた。ちょっとぼくについてきて」

4A児「4B児君，こことここどう？」

とマルチパネがきちっとはまる場所を4B児に提案する。

4B児「お－，いいね－」

と4B児の表情がバツと明るくなり，さつきはめたマルチパネを取ろうと走っていった。

4B児「これ運ぼう。ちょっと運ぶの誰か，手伝って－1」

4B児と4A児が目を合わせ，

4B児「こっち運んで」

4A児「いいよ－」

と言い，二人で声を掛け合い，マルチパネをはずそうとする。しかし先ほど力いっぱいはめ込も

うとしたので，なかなかとることができない。外そうとするマルチパネの近くでご飯を食べよう

としていた友達に，

4A児「ここは食べ物食べる場所じやない。寝たり，歩いたりする場所。あと，座る場所」

と言いながら，その場にいた友達の力も借りマルチパネを外し,4A児の提案した場所に運んで

いった。

4B児「二人で運ぼう。こっち持って」

4A児と4B児は声を掛け合いながらマルチパネをはめ，ベッドをつくりあげた。

4B児「やった－ベッドになったぞ－」

4A児「よつしや－」

4B児の声に合わせて,4A児も両手をあげてジャンプをしながら，出来上がったことを喜ん

でいた。

塵ヨ
課題

・自分も友達も納得できる基地をつくりたい解決課題

主体的・協同的な姿

・友達の気持ちを受け入れて，自分の考えを変えながら自分が納得できる着地点を見つける

・声を掛け合ってマルチパネを動かし，設置する

・マルチパネの組み合わせを考えて，友達が納得する場所を提案する

学んでいたと思われること

､友達に自分のｱｲヂｨｱを提案して,友達も自分も納得できるようにすること辰雷三万喜寶弓］
･友達の思いを受け入れ，自分のやりたいこととの折り合いをつけること厩mn
.自分の思いや友達の思いを互いに納得する形でかなえられた満足感,達成感馬豆國塵圃
､自分の考えが受け入れられ,友達が納得していることに対するうれしさE巨宥甫國

－55－



11月5日（木）「よしっ1前から行くぞ！」 試行しながら力を合わせて解決

園庭で大型構成遊具（マルチパネ）を使って4A児,4B児,4C児,4D児,4E児らが

遊んでいた。3つの基地が少し離れてできあがり，それぞれの基地に分かれた。遊び始めた4

A児と4C児と4D児はその基地を合体させよう考えた。しかし，重くて三人では動かすこと

ができない。4D児はその場を離れてしまった。

4A児「先生できない！」

4C児「先生，手伝って！」

教師「どうしようねえ」

4C児「う－ん（力を入れて押す)」

4A児「あ，動いた1下（地面）にすごい線もできた」

すると近くにいた4B児が何も言わずに一緒に押し始めた。それでもなかなか動かすこと

はできない。3人は一度押していた手を離してしまった。

4C児「んもう・・・」

その場を離れていた4D児が戻ってきて，一人で押したが，動かすことができない。

4D児「4A児くんはどうしてやりたい（基地を合体したい）の？」

4A児「だって，あそこのおうちにつなげたら，階段みたいに行けるでしよ」

4A児と4B児と4C児は，また基地を押し始めた。しかし，まだ動かせない。

4B児「これもだめなのかな？」

4B児は，後ろを向いて，おしりで押し始めた。隣で4D児も同じようにおしりで押した。

4B児「う－ん（力を入れる)」

それでも基地は動かない。様子を見ていた4A児が，今度は反対側にまわり，基地を一人で

ひっぱり始めた。すると，基地が少しだけ動いた。

4A児が「よしっ1前から行くぞ！」と言い,4A児は前から基地をひっぱった。基地が少

し動き始めたのを見た4C児と4D児が何も言わずに反対側から押し始めた。4B児は4A

児の隣にすばやく移動し,4A児と同じようにひっぱった。

基地を動かそうとしている様子を見ていた隣の基地の4E児が，

4E児「おれもやってやるか」

と，隣の基地から飛び降りて,4A児と4B児の間に入り，ひっぱり始めた。すると，基地と

基地の間が30cm程度まで近づいた。

幼児らは30cmの間をまたいで，隣の基地の幼児らと一緒に遊び始めた。

函
課題

・マルチパネでできた基地を合体させたい達成課題
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主体的・協同的な姿

・友達に声をかけながら基地を動かす(4A児）

・人数が少ないと感じ助けを求める(4C児,4A児）

・いろいろな方法を試す(4A児,4B児,4C児,4D児）

・友達の様子を見てそれに合わせて行動する(4B児,4D児）

・友達がやろうとしていることを自分から手伝う(4E児）

教師のかかわり

・子ども達で解決できると考え，危険がないか見守った

学んでいたと思われること

･状況を見て助けてくれる友達がいること(4A児)団子で~て~五言麦壼而李召
･たくさんの友達と力を合わせるとﾏﾙﾁパﾈを動かせること原ｦﾃ馬~三~ヱーワヲ

･たくさんの友達と同じ場を共有すると楽しいということ巨万王で舂渥ﾐ薬てヨ

原ｦﾃﾃ弓~三~王~丙莨司

･いろいろな方法を施行すると解決できること 函司
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11月26日（木）「わからない」 友達に聞いて解決

4A児は遊びや生活の中で，自分のすることに自信をなかなかもつことができずに，教師に「分

からない」「どうすればいいの」の尋ねてくる幼児である。一斉活動の製作でも，つくり方の話は

聞いているが，「わからない」「どうすればいいの」と不安になり教師のところにやってくること

が多い。この日は，グループのみんなが素敵なクリスマスのオーナメントをつくることができる

が大事であること，先生が近くにいないこともあるので，分からないことがあったらまず友達に

尋ねてみることを話し，つくり始めた。

製作を始めてすぐに4A児が材料を持って，キヨロキヨロしながら周りを見ている。

4A児「分かんない」

手が止まっている4A児を見つけて4B児が

4B児「え，セロテープで貼るんだよ」

4A児が安心したように4B児の顔をみて，テープを手に取り貼り付け始めた。

4A児「え，こうかな」

4B児「うんん，違う，もう一回」

4A児は言葉と指で示してもらった通りに，テープで貼り付けた。

4B児「ほんでさ’そこからボンドでぬりぬりする」

4A児「どこでぬるの？」

と言い,4A児は人差し指にボンドをつけるが，

4B児「あれ，手が反対だよ（ボンドをつける指が違う）」

4A児「あつ」

と，中指につけるはずのボンドを人差し指につけてしまったことに気付くが，どうしてよいのか

分からなくなって動きが止まってしまった。

4B児「大丈夫だよ，このまま，ここに引けばいいから（ボンドをつければいいから)」

4A児が人差し指についたボンドを段ボールに塗り終えると

4B児「はい，じやあ，ボンド。真ん中の指につけて，ここに塗る」

4A児は，教えられた通り，中指にボンドをつけて，材料に塗り始めた。

4A児「ここでいいの？」

4B児「いいよ」

4A児が塗りはじめたのを見届けた4B児は，次は俺の番だといって，自分の製作にとりかか

った。

教えてもらった部分のボンドを塗り終えた4A児は，また次にすることが分からなくなり不安

な表情を浮かべた。

4A児「どうするの」

4B児「巻くんだよ。こうやって」

4B児は自分のつくっているものを使って，貼り付け方を伝えた。教えてもらった4A児は材

料を貼り付け，それを終えるとまた周りの友達を見渡した。

4A児「ここはどうするの。どうするの4C児ちやん」

と言い，すでにできあがっている4C児に次どうするか尋ねていた。

4C児「これとって，そのお顔」

と，次に顔をつけることを教えた。

4A児「サンタクロースのお顔つけるシールは？」

4C児「ちょっと待って，これ(セロハンテープ)でつける」

とセロハンテープを丸めてつけることを伝えた。

4A児「どこにつけるの？どこにつければいいの？」

－58－



4C児「ここにつけて」

と言い,4C児は自分のつくったものを見せながら，つける場所を教えた。

次は，別の材料をオーナメントに取りつけようとするが，つけ方が分からず

4A児「セロテープどうするの。ねえ，どうするの」

4C児「こうだよ」

と自分のものを見せながら，どのようにテープをつけるか教えた。

4A児「それで，セロハンテープどうするの」

4C児「真ん中につけて，あ，ちがうちがう。この(モール)の真ん中につけて」

4A児「はい，真ん中につけたよ」

とテープをつけると，材料の付け方を教えてもらい，一つ目のオーナメントをつくり終えた。

4C児「一緒なのできたね」

と4C児は4A児が出来上がったことを喜び，嬉しそうな表情をしていた。4A児も「うん」と

いって完成したことを一緒に喜び，「先生できた」と嬉しそうな表情で教師に知らせに来た。

塵ヨ
課題

・オーナメントの製作の仕方が分からない解決課題

主体的・協同的な姿

．分からないということを周りの友達に知らせる

・周りを見て，自分の出来ないことを教えてくれそうな友達を見つける

．つくり方が分からない友達の存在を知り，つくり方を見せながら教える

教師のかかわり

・グループのみんなが製作を完成させることができるよう事前に意識づける

・困った時には近くの友達に聞いたり，困っている友達に教えてあげたりすることを事前に促し

ておく

・自分たちでかかわる様子を見守り，積極的に教師がかかわらない

学んでいたと思われること

･友達から分からないことを教えてもらってできること匡琵あｦ嗣菩万一司
・教師の力を頼らなくても，困ったことを解決できる匡逵房ｦ嗣菩万~司
・周りの友達の様子から,誰に関わることがよいのかを判断する匡蓮房ｦ嗣罰~司
・教師に頼らなくても,解決することが出来きたうれしさF舌豆國医師詞
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12月11日（金）「ぼく4B児君の見とる」 納得するまで友達に聞いて解決

クリスマスリースの製作を行っている。星の形を切り抜き，紙Ⅱに貼り付けるのだが,4A児

は切り取った星をどこにどのように貼り付けるのかが分からないでいた。

4A児「どうするかわかんない。どうするかわかんない」

4C児「4B児くんに教えてもらいな」

4C児は自分の製作に忙しく,4A児の教えてほしいという言葉に応えられなかった。4C児

の声が耳に入った4B児が，

4B児「ん？」

と4A児にかかわってきた。

4A児「星おわったんだけど，つけるの・・・」

と切り終わった星をどこにどのようにつけるかが分からないことを4B児に伝えた。4A児の言

葉が短かったため,4B児は一瞬戸惑ったが4A児の伝えたいことを理解して，

4B児「のりをさ，この星の後ろにのりをつけて，そこからこの真ん中に置いてから，こ

の，ここのやつ，つける。それで，この後ろにつけてから，ここにつける」

4B児は自分の製作を進めたいという思いがあったため，とても早口で,4A児の材料を指さ

しながらつくり方を教えていった。4A児は4B児の指先を目で追いながら説明を聞くことで精

一杯の様子であった。4B児が説明を終えると，一度うなずき，のりの蓋に手をかけるが納得で

きない表情で，のりの蓋から手を放した。どうしても分からず困り果てた4A児は

4A児「4C児ちやん，どうするの？僕，意味わかんない」

それを聞いた4C児は，自分の手を止め,4A児のつくった星を指さしながら，

4C児「星とった（切り取った）やろ，これ」

4A児「うん，とったよ」

と4A児はつくった星を手に取った。それを見た4C児は

4C児「で，そんで」

といい,4A児の向かい側に座っていた4C児が,4A児のすぐ隣まで歩いてきて，

4C児「これ，ここにのりでつけて」

4A児「これ？」

4C児「全部（のりを）塗って」

と製作した星とそれを貼り付ける場所を一つ一つ指さし，確認しながら伝えていった。

4A児は頷きながら聞き，のりの蓋を開けた。

4A児「ここに？ここに？」

と4A児はのりをつける場所を最後にもう一度確認しようと4C児に声をかけた。すると製作が

ひと段落してきた4B児が

4B児「後ろに，白色の後ろに」

とのりをつける場所を教えようと声を掛けてきた。4C児はその様子を見て4A児に声をかける

ことはなく，自分の製作に再び取り組み始めていった。4A児は言葉だけでの説明にはやはり不

安な表情を浮かべていた。
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1月14日（木）「ちょっと貸して4A児やりたい」 友達を手伝って解決

登園後しばらくして,4A児と教師が話をしているところに,4B児が近づいてきた。手に

ははさみと筒状の菓子箱のふたを持っていた。

4B児「う－ん。うまくいかないんだよなあ」

困った様子で4B児が，教師と4A児の隣に座ったので，様子を見ていると,4B児がはさ

みで箱のふたに穴を開けようとしているのがわかった。以前に4B児は，同じ箱のふたに穴を

開けようとして，手を切ってしまったことがあり，そのことを思い出しているのか，慎重には

さみを使っているようだった。

4B児「なかなか開かないんだよなあ」

はさみの刃を閉じたまま，いろいろな角度にしながら，穴を開けようとしているが，なかな

か思うように穴が開かない。

自分から進んで友達とかかわることの少ない4A児にも,4B児が困っていることが伝わ

ることを願って，教師から声をかけた。

教師「4B児くん，ここに穴開けたいんだ」

4B児「そう。ここ（ふた）に剣を刺すの。でも，なかなか開かないんだよね」

すると，その様子を隣で見ていた4A児が，

4A児「ちょっと貸して。4A児やりたい」

と,4B児の持っていた箱のふたとはさみを持ち，穴を開け始めた。

4A児ははさみの刃を開き，片方の刃を使って穴を開けようとした。その様子をみた4B児が，

4B児「それって，手切れるから気をつけないと」

と声をかけた。4A児はその声には答えず，にこつと笑い，はさみをグリグリとふたに押し付

けながら少しずつ穴を開け始めた。すると，はさみがふたを貫通し，穴が少し開いた。4A児

は穴が開いたところにさらにはさみを入れ，穴を広げた。

4A児「ほら」

4B児「あ，できた」

4A児「はい」

4A児は4B児にはさみとふたを手渡した。受け取った4B児は

4B児「ありがと」

と,4A児に声をかけ，剣をふたに刺して嬉しそうにたたかいごつこに出かけていった。

園
課題

・困っている友達を助けたい解決課題

主体的・協同的な姿

・困っている友達に自分から手を貸す(4A児）

教師のかかわり

、普段はあまり自分から進んで友達に声をかけない4A児が，友達にかかわるきっかけになれば

よいと考え,4B児に話を聞いて何に困っているのかをはっきりさせた

学んでいたと思われること

．ふたに穴を開けることができた(4A児)馬豆國
,困っている友達を助けることができた(4A児)尼~巨宥甫國
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1月28日（木）「これはずさなくてもいけるよ」 教えてもらって解決

4A児は，友達とのかかわりの中で，自分中心で物事を考えることが多く，相手の様子を気

にすることが苦手な幼児である。4B児は，そんな4A児が気になるようで，いざこざになる

ことも多い。

弁当の準備をしている4A児が，自分の水筒と友達の水筒のひもをさわりながら困ってい

た。

4A児「これ，からまってるんだ」

と，周りを見回しながら話した。すると，近くにいた4B児が近づいてきた。状況を察し，

4B児「う－ん，たしかにこれはきつそう」

と話し，ひもを指でたどった。それを見た4A児は，

4A児「4A児のここ（水筒のひもの付け根）はずす？」

と，水筒本体からひもをはずすことを提案した。

しかし4B児は少し考え，

4B児「いや，これはずさなくてもいけるよ」

と，ひもと水筒本体を交差させながらからまっているひもをほどこうとした。

4A児「でもここ，はずれるよ？」

4A児は，ひもを本体からはずすことでひもがほどけると考え，また提案した。

4B児「大丈夫！こっちがこうで，こっちが・・・ほら！」

ひもと水筒本体を交差させることで，からまっていたひもをほどくことができた。4A児

は，自分の水筒をもって，にこにこしながら弁当の準備に戻っていった。

犀詞
課顯

・水筒のひもがからまって取ることができない解決課頴

主体的・協同的な姿

・困っていることを周りの友達に伝える

・困っている友達に自分から手を貸す

教師のかかわり

・子ども達同士のかかわりで解決すると考え，見守った

学んでいたと思われること

･困ったときに助けてくれる友達がいる(4A児)阿干ぞ~て~五言麦壼而享召

･友達の提案を受け入れるとうまくいくことがある(4A児)匡蓬お程棄琵薑1子刀馬
･友達を助けることができた(4B児)盾~巨宥南國

．からまっているひもがほどけた(4B児,4A児)唐珂
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F蔑雇列
5月15日（月）「じゃあ，1回やってみて，楽しかったらありにせんけ？」話し合って解決

5A児,5B児,5C児,5D児,5E児,5F児,5G児と教師がひょうたん鬼をして遊

んでいると,5H児が鬼のマークがついた輪をつくって来て，その輪を投げ始めた。5H児が

急に入ってきたことに驚きと戸惑いを感じたのか,遊びが中断した。教師は一緒に遊んでいた

他の幼児と共に教師も5H児に話を聞きに行った。

5C児「どしたん？」

5H児「鬼がこれを投げるのはどう？」

と5H児は新たな遊び方を提案する。5D児,5A児らは賛成するが,5C児,5F児,5

B児らは反対した。「いい！」「いやだ！と言い合いになり，話が進まなくなった。

教師「5D児君達はどうして賛成なの？5C児ちやん達はどうして反対？」

5D児「だってこっちの方が面白そうやもん」

5C児「え－，私タッチする方がいい」

それぞれ理由を話すが，中々決まらない。すると，反対していた5F児が，

5F児「じやあ,1回やってみて，楽しかったらありにせんけ？」

5D児「いいね！」

5C児「そうしよう！」

他の幼児もそれぞれ逃げる場所に散らばっていった。そして5H児の提案を取り入れてや

ってみることになった。その後すぐに「面白いね，これ！」とみんなで輪を投げて遊ぶことを

楽しんだ。

園
課題

．新しい遊び方に対し，賛成と反対に分かれて遊びが進まなくなったこと解決課題

主体的・協同的な姿

・目的を共有している（皆でひょうたん鬼をして遊びたい）

・友達と相談する

・自分の気持ちに折り合いをつける（反対していた5C児,5F児,5B児ら）

・それぞれの思いをうけ折衷案で解決しようとする（反対していた5F児が提案している）

教師のかかわり

．話し合いが進むようそれぞれが理由を話すことができるように促す

学んでいたと思われること

．最初は戸惑った友達のｱｲヂｨｱの面白さを受け入れること匝著差蔓庁天牙r司
､試した上で判断する，という解決方法雨司
・友達の思いを受け入れて遊ぶと楽しい，という感覚（反対していた幼児）

雁顧調厩rV而調
・自分の考えた遊び方を受け入れてもらえた嬉しさ(5H児）尼~巨胄歪颪
．考えがまとまった気持ちよさF葎國
．みんなで遊びが再開できる喜び尻実國
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6月16日（火）「それなら12対12ね」 思いを出し合い解決

朝から幼児が集まりサッカーをしている。人数をそろえることに関心をもち始めた幼児らは，

今何人になったのか口々に数えながらサッカーをしていた。人数を確かめるために5A児が「集

まれ－！」とみんなを集めた。集めてみると，ピンクチームが6人，白チームが5人とわかった。

点数は12対3。

「あと1人（白が）足りない！」「5B児くん入るって！」「よしやろう！」

5C児（白）「0対0からにしたい」

5A児（白）「そうだよ,0対0にしよう」

5D児（ピ）「なんでだよ!12対3だぞ」

5E児（白）「0対0だ！」

5D児（ピ)｢12対3!」

「0対0！」「12対31」「0対01」「12対31」

‘HVQnIH1－／「~BV‐UーVa YH巾単、刀|」 ①

教師「白チームさんはどうして0対0がいいの？」

5A児（白）「だって人数違ったから,6人と6人で最初からする」

5D児（上。）「なんで!12点もがんばってとったんだぞ！そんなのずるいぞ」

5E児（白）「ずるいのはそっち!1人多かったんだから！」

5D児（ピ）「白が弱いからだろ！」

5E児（白）「弱くない！」

｢弱い！」「弱くない！」「弱い！」「弱くない！」

5D児（ピ）「もう!!12点だって言ってるのに!(泣く）」

教師「ピンクチームさんはどうして12対3がいいの？」

5D児（上。）「だって12点もとったんだもん」

教師「がんばったから？0はいやなんだね」…②

5D児（ピ）「うん」

5F児（ピ）「ぼくはどっちでもいい」

5G児（ピ）「ぼくも。はやくやりたい」

｢いつもこうなるんだよな～」と2人でつぶやいている。いつもならいざこざになるとすぐに

ていた・ ③

幼児にも伝わる。

教師

姪プ)ユ版

．．④

｢どうする？」…⑤

〔)対0カユらn台攻

5A児（白）「このままじや時間なくなつちやう」

教師「そうだねえ」…⑤

5D児（ピ）「じゃあもういいよ！それなら12対12ね」

5E児（白）「うんそれならいい」
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5A児（白）「ぼくもそれならいい」

5C児（白）「それって0対0と一緒じやない？」

5D児（ピ）「違うよ!12点!!いっぱい点数あげたんだからちやんとがんばってよれ！」

周りの幼児も12対12に納得し，すぐにゲームが再開した。

屋雪
課題

・人数がそろったところで，ゲームを12対3から始めるか0対0から始めるか解決課題

主体的・協同的な姿

・勝ちたいという思いをもちサッカーを楽しむ

・友達に自分の思いを伝える

．話し合いの場に参加し，自分達の遊びを続けようとする

・自分の思いをもち生じた課題に向き合う

。みんなが納得する方法を考えようとする

教師のかかわりや意図

①なぜそう思うのか，幼児に理由を問いかける

②5D児の12点に対する思いを代弁し，他の幼児にも伝わるようにする

③場を離れがちな幼児らも，その場にとどまり一緒に課題解決に向かってほしい

そのために，解決までにかかる時間を教師がかかわることで短くしたい

④全員が自分の思いを表出し，友達の思いを知る場を設け，考えるきっかけをつくる

5G児と5F児について，「どっちでもいい」も受け止め，その場に位置づける

⑤解決の方法を幼児に委ねる

学んでいたと思われること

・自分と異なる友達の思いを理解しようとする 辰逵石署更蚕藺~て1

･5D児のがんばった思いや新しくグー ﾑを始めたい思いを受け入れ合う師~舂下ﾏ達ﾗｦ庁司
・友達の思いを汲んだ解決策を提案し，受け入れてもらえる嬉しさ(5D児）

犀戻匠両1子で吾克司 受け入れてくれる友〕 E巨宥甫國
自分も納得できる提案を受け入れる(5D児以外の幼児） 友達の考えを受け入れる

･場を離れず話し合いに参加することでまた楽しさを感じられることを知る(5G児,5F児）

辰~百房蚕n犀戻石逼雇悪ロョ
･数字を使って思いを表出する匿房囲膠頁ﾗﾐお宮商ﾗー 司
・再びｻｯｶー を始められる楽しさ庁ﾗﾗー 三~5~颪魎
･話し合いが長くなると遊ぶ時間が短くなる感覚F稠房感司
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8月31日（月)｢5C児くんじゃない？」 教えてもらって解決

新学期になり新しい生活グループとなった。連絡帳に今まで貼ってあった生活グループを

表す色のビニールテープを剥がし，新しいグループの色に張り替えている。水色グループは5

A児,5B児,5C児,5D児の4人で,5D児はこの日休みである。

5A児「先生,(いつも入れてある）箱の中に水色のテープが無い！」

教師は自分で何とかして欲しいと思い，友達とかかわることができるように，

教師「無いはずはないと思うよ，誰か使ってたし」

と伝えた。5A児と教師の会話を聞き,5A児と同じ生活グループの5B児が声をかけにき

た。5B児はもう貼り終えている。

5B児「5C児くんじやない？」

5A児「そうや,5C児くんしかない！」

5A児「5C児くん，水色のテープ知らん？」

5C児は困った顔をしている。5A児と5B児は水色のテープを探しまわっている。

5C児「そうや」

思い出した様に5C児は自分の引き出しから水色のビニールテープを取り出してきて，無

言で5A児に渡した。

5B児「5C児くん，いつもここに入れるげんよ’ついてきて」

5B児は5C児を連れていつもビニールテープがかたづけてある場所を指差し教えていた。

5C児は何度もうなずいていた。

塵ヨ
課題

・貼らなくてはいけない水色のビニールテープが無い解決課題

主体的・協同的な姿

・自分達でビニールテープを探している

・ピニールテープをかたづける場所を進んで教えにいき，次に困ることの無いようにしている

・同じグループの幼児が困っていることを，一緒に解決しようとしている(5B児）

教師のかかわり

・教師に困っていることを訴えてきたものを，友達とのかかわりへと繋げる声かけ

学んでいたと思われること

.あるべき場所にかたづけておかないと，他の人が困る(5C児）辰王－r舂寺弓~三~ヨ

･同じグﾙー プの人が自分の様子を見て助けてくれる(5A児）団子きて~弓~5－床弱
･困っている友達を助けてあげることができたこと(5B児)E百宥甫颪
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屯

園
課題

・机の取り合いになり運べない解決課題

主体的・協同的な姿

・困ったときにみんなで話し合いの場をもつ

・こだわる友達の気持ちを切り替えようとする

教師のかかわり

・7人で机を運んでいる様子を捉えた後，状況を整理するきっかけをつくるため声をかける

・机でけがをすることがないか，けんかがヒートアップしけがをしないか留意しながら，話し合

いの様子を見守る

学んでいたと思われること

･相手の言っていることが正しいことを受け入れる(5B児,5C児）旺玩房璽調
・納得できない友達の気持ちを理解しながら，友達が気持ちを切り替えられるよう，言葉や動作

で伝える(5B児,5C児）

･かかわってくれる友達がいる(5A児）

友達の気持ちを切り替えようとする

気にかけてくれる友達の存在
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幼児「うん」

5H児「5C児ちやんはどう思ってるの？勝ちたくないの？」

5C児「5C児は勝っても負けてもどっちでもいいの」

幼児「ええ？」「どっちでもいい？！」「そんな気持ちで後ろ走ったらだめや！」

5J児「あのね,5C児ちやんが一生懸命走る練習して，はや－くなってがんばるんなら，

後ろでもいいと思うの◎でも，どっちでもいいって思って走るのはだめだと思う」

5K児「5J児ちやんみたいにね,公園で走る練習したりしてね,がんばるんならいいと思うよ」

教師「そっか,5J児ちやんが練習がんばっているのを5K児ちやんは知っているんだ。

一生懸命な気持ちで練習して，がんばるんならいいよって2人は思うんだね」

5J児・5K児「うん」

教師「他にもおうちで練習している人いるの？」

「してる！」「公園！」「だから早くなったんだ」多くの幼児が手を挙げる。

教師「そっか，みんなはがんばる気持ちも大事だし，早く走るってことも大事なんだ」

「って言っているのを聞いて,5C児ちやんはどう思う？」

5C児「5C児，そんなにがんばれない。練習もできないの」

幼児「ええぇ！」「じやあだめや－11」「練習しないと早く走れないよ」「負けちやう」

5H児「ね－え，みんなは勝ちたいって思っているでしょう。

その気持ちを5C児ちやんはわかるの？」

5C児「わかる・・・（うなずく）」

5H児「じやあみんなの気持ちももうちょっと考えて。みんな勝ちたいんだよ」

5L児「でも,5C児ちやんのせいだけで負けたわけじやないと思う」

教師「負けたのは5C児ちやんのせいだけじやないの？」

5L児「うん，みんなで走るから」

教師「そっかあ◎5C児ちやんは，みんなの勝ちたいって気持ちわかるんだよね」

5C児「（うなずく）」

「ここまで聞いて，明日はどうしようかなと思っている？」

5C児「5C児・・・どこでもいいの」

幼児「ん？？」「どこでも？？」

5C児「真ん中でも前でもどこでもいいの」

教師「どうして？さっきと違うねえ？」

5C児「うん，聞いてたらもうわかったの」

教師「みんなの気持ち？だからかえたの？」

5C児「（うなずく）」

幼児「はあ～，よかった」「長かった－1」「5C児ちゃん，真ん中よりちょっと後ろを

走ったらいいよ」「それが嫌なら前の方でもいいからね」

5C児「うん，わかった」

泣いていた5B児も，話の途中からみんなの後ろに座り，静かに聞いていた。
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園
課題

．みんなで決めた作戦を5C児にも受け入れてほしい解決課題

主体的・協同的な姿

・クラス全員が話し合いの場に参加する

・クラスで生じた課題に向かい，自分の思いを伝えたり，友達の思いを聞いたりする

教師のかかわりや意図

話し合いを始める前に，それぞれの幼児への願いをもちかかわった。

･5C児が一方的に責められることになるかもしれないが,5C児にはクラスの友達の思いを知

ってほしい

･5B児には,5C児のせいだけでないことも気づいてほしい

・他の幼児には，いざこざになっていた2人の状況や気持ちを知らせ，クラスみんなの問題であ

ることをみんなで話し合う場を通して感じてほしい

･5C児だけを責める状況に，だめじやないかと言える幼児が出てきてほしい

学んでいたと思われること

・友達の思いを知る(5C児）

・友達の思いを知り，自分の考えを変える(5C児）

・自分の思いや考えをもち，みんなの場で伝える

一
一

自分の思いや考えを伝える

･5C児の気持ちを思いやりながら，自分の考えを伝える厩ﾏ亭~r汪示~三~百夛子あ吾亮琵辰克司
・自分達の思い（勝ちたい気持ち，みんなで一生懸命走らないと勝てない気持ち）をクラスみん

なで共有しようとする F夛頁房麦琶ヱー同~で惠両三蚕司
･いざこざを解決できた（ような）安心感 医芯國厨翻
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10月1日（木）「普通なんじゃない？」 クラスで相談して解決

運動会で行うクラス対抗リレーの練習に，どうしたら勝てるかクラスで考えながら取り組んで

きた。これまでに好きな順番に並んだり，足の速い人から順に並んだりといった並び方を試して

きている。前日は，2回戦のうちの1回戦目は足の速い人から並び，2回戦目は足の遅い人から

順に並ぶ，という並び方を試したが，それでもどちらも負けてしまった。あまり時間が無かった

こともあり，前日は園庭でそれぞれが自分の足の速さを考えながら急いで並んだ。今日は落ち着

いて相談できるよう保育室で話をしてから園庭に出ることにした。

今日はどんな並び方にするのか尋ねると，昨日はバトンを落としてしまったから，今日も足

の遅い人から並んで試したい，という声が多かった。すると,5A児が「昨日は5B児が並び

方を決めていた」と話した。他の幼児も5B児が勝手に決めていたと話す。教師が5B児に尋

ねると,5B児は「………。だって，誰かが決めないとダメだったから…。時間かかつちやう

から…。だって，早く決めないと2回目できなくなっちゃうから…｡」と泣きながら答える。

5B児が時間がかかると次のリレーができなくなると考えて仕方なく1人で決めていたこと

が分かり，きちんとみんなで相談して決めようと，並び方を考えている。

5C児「じやあ，自分が速いと思う人は後ろで，遅い人は前に集まろう」

5D児「そうだ，並んでみよう」

それぞれが自分の思う速さの場所に並びだしたが，数人が自分がどこに並んだらよいか分

からずウロウロとしている。

教師「あなたたちはどうしたの？」①

｢どっちかわからない。遅くないけど…」

｢みんな，どっちか分からない人がいるんだって」

｢5E児ちやんは遅くないんじやない？」

｢そうだよ，遅くないよ」

｢普通なんじやない？」

児
児
児
児

Ｅ
師
Ｆ
Ｂ
Ｇ

５
教
５
５
５

教師「なるほど，遅いと速いじやなくて，普通っていうのがあるってことね」②、へへへへへへヘヘヘーヘヘー一一一へ一一一一一一一一一一一一一一一二－一一一一一一一一一一一一一一一一一一二－一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一．一－一一一一一一一一一一一

5D児「じやあ普通の人は真ん中ね」

大体が速いか普通の所に並び，隣になった友達と自分の方が速い，遅いと話している。遅い

所に並んでいた5A児と5H児が不安そうな顔をしていた。

教師「二人はここでいいの？」①

2人ともうなずく。

51児「5H児ちやん遅くないよ，僕より速いもん」

5J児「5A児ちやんだって速い！」

教師「だって。どうする？」

5H児,5A児「あっち（普通の所）行く」

2人はホッとした様子で普通の所に並んだ。みんなが一通り並び終えると，「よし1でき

た！」「できた！」「これでよし！」と口々に話し，リレーに向かっていった。
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園
課題

．みんなが納得できる並び方で並びたい解決課題

主体的・協同的な姿

・自分達で並び方を考え，話を進める

・困っている友達のことを考える

教師のかかわり

①幼児同士の話し合いを見守りながら，

②課題を焦点化する

様子に応じて状況を知らせる

学んでいたと思われること

･友達と一緒に共通の目的をもって取り組むこと［
･友達の足の速さを自分なりに判断して伝える匝
・友達が後押ししてくれる嬉しさ(5A児･5H児）

･自分の並ぶ場所を自分で決める旧~巨戻君
･友達の意見を聞いて自分の考えをもつ尼~巨漢君

唖

匿函
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10月21日（水）「ちょっとまって1今砂が詰まつとるげんて！」友達と声をかけあって解決

砂場で5A児,5B児,5C児,5D児,5E児が水路をつくって遊んでいる。教師はその

隣で一人で山をつくり始めた。次第に山が高くなり始めると，水路づくりをしている幼児も興

味をもったようだが，自分の遊びを続けている。そこへ,5F児がやってきて教師の様子を近

くで眺めている。教師はそれに気づくと山の頂上から細い溝を掘り，ポケットからドングリを

取り出して何度か転がして見せた。5F児はすぐに「わかった1僕も混ぜて！」と教師と一緒

に遊び始めた。

何度もドングリを転がして遊んでいると，

5F児「トンネルつくったらいいんじやない？」

と言ったので，二人でトンネルをつくることにした。上手くいかずに色々試していると，そこ

に5G児がやってきて，しばらく様子を見ていた。5F児と教師が何をしたいかを理解した5

G児は，「ああそうだ，棒使えばいいんじやない？」と木の枝を探して持ってきて，それを使

ってトンネルを掘り始めた。すると，隣で水路をつくっていた5C児,5B児,5A児,5E

児がいつのまにか一緒にトンネルを掘り始めた。教師は幼児が自分達で遊びを進め始めたの

で，見守ることにした。

5F児「つながった？」

5G児「だめ，まだつながってない」

5E児「もつと下を掘らないといけないんじや

ない？」

5G児「よつしや，つながった」

5B児「転がしてみよう！」

5B児がドングリを転がすと，途中で落ちてしまう。

5F児「ここがだめだ，ここから落ちる」

5E児「落ちないようにしないと」

5F児と5C児が，ドングリが落ちてしまう箇所に砂で壁をつくったり，コースに積もって

しまった砂を取り除いたりしている。5B児や5A児はドングリを転がし,5E児はどこが上

手くいっていないか，山の周りを回りながら見て知らせている,教師はトンネルを通った先の

ゴール地点でドングリが来るのを待ちながら応援していた｡砂がすぐ崩れてしまうので簡単

にはつくることができず，転がしては直しという状態がしばらく続いた。そして，

5B児「転がしていい？」

5C児「ちょっとまって1今（トンネルに）砂が詰まつとるげんて！」

5C児が砂を取り除き，「いいよ！」と知らせる。5B児がドングリを転がすと，ドングリ

は頂上からトンネルを通ってゴールまで転がった。

みんな「やったぁ－11」

最後まで上手く転がったことをみんなで喜び合い，何度もドングリを転がして楽しんだ。
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11月5日（木）「教えるのは大変なんだよ」 年下児の思いを聞きながら解決

なかよしウイークのかたづけをした次の日，4才児の4A児は5才児クラス前テラスの製作コ

ーナーに来て5才児の射的をじっと見つめ，教師に思いを伝えた。

4A児「ぼくもこれつくりたい…」

教師「先生もつくりかたわからないんだ。年長さんはわかるよ？」

すでにつくっていた5A児,5B児らが4A児の姿に気づいた。目が合うと,4A児は小さな

声で「ぼくもつくりたい…」と5才児に伝えた。するとずっと機会をうかがっていた5C児も「ね

えぽくもつくりたい！つくってくれなくていいから，つくり方教えてくれない？」と言う。

5A児「ん－とね，教えるのは大変なんだよ。時間かかるし。だからつくったほうが早い

んだよ。つくるならこれ終わったらね。もう5個もつくってるんだよ｡」

5A児は5C児の分をつくり終えると,4A児の射的をつくるために3つの輪ゴムを組み合わ

せ始めた。5A児がつくっている間,4A児はその様子を見たり，遊び始めている5才児を眺め

たりしている。できあがると4A児が持っていた紙芯を受け取り，

5A児「こっち切るか，こっち切るか，どっち？」と尋ねた。

4A児が切りたいと思う方に指をとんとんと当てると,5A児はその位置にはさみで切り込み

を入れて輪ゴムをつけ，ガムテープで固定し完成させた。

5A児「この中（芯の中）にこういうの（玉）を入れてね，飛ばすの。折り紙を丸めるん’
だよ」

4A児「折り紙…」

4A児は製作棚に移動し折り紙を探し始めたが，折り紙は見当たらない。

5A児「折り紙ある？」

4A児「ない…」

5A児「こっち！」

5A児は保育室へ走っていき,4A児はできあがった射的のゴムを伸ばしては離すことを何回

か繰り返しながら，ゆっくりと保育室へ向かった。4A児は保育室で折り紙をみつけ，玉をつく

りはじめた。玉ができあがると，玉を入れて2回飛ばしてみたがうまく飛ばない。

5A児「もつと思いっきりがいい。もつと思いきり・・・・ぱ－んて！」

と言いながら，飛ばして見せた。5A児が飛ばすと，玉は勢いよく飛んでいく。玉を拾うと4

A児に手渡し,4A児は試し始める。5A児は玉が飛ぶ方向に移動してその様子を見ている。

5A児「思いっきり強くね」

4A児が飛ばしてみると，ポヨンとすぐそばに落ち，やはりうまくいかない。4A児は5A児

の顔をじっと見つめるが,5A児は自分の遊びを思い出したようで，製作コーナーに走っていっ

た。4A児はうまく飛ばないことに苦戦しながら年長児が集まっているテラスの的の前へ移動し，

何度も飛ばすことを繰り返していた。ようやく一度勢いよく飛ぶと，それまでくもっていた表情

が初めて嬉しそうな表情になり，射的を手に持ち自分達の基地へ走っていった。
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塵ヨ
課題

･4A児が射的をつくりたがっている解決課題

主体的・協同的な姿

・4才児に射的をつくってあげたり，飛ばし方を教えてあげたりする

・4才児の思いを尊重しながらかかわる

・4才児がどこまでできるか見守りながらかかわる

学んでいたと思われること

･困っている年下児が頼ってくれる嬉しさ(5A児）匡宴更正-℃〒丙百局
･困っている年下児を助けてあげることができた(5A児）匡窪~r牢〒面~Eｦﾗ差寶子
・困った時やうまくいかない時，自分の思いを伝えると年長児が助けてくれる(4A児）

力を貸してくれる年上児

思いを伝えることを促したり一緒に場に参加し

教師のかかわり

･4A児が5才児とかかわることができるよう，思いを伝えることを促したり一緒に場に毒

たりする

･5A児が年下児とどのようにかかわるか，どこまでかかわるかは任せることにして見守る

促し4A児の思いが実現しない時には教師がかかわろうと思っていたが,§A児はうまく
けコツまで伝え,その後4A児は自分で飛ばすことができ満足感を感じることができた。

5A児はうまく飛I

可
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11月「そうだ，ボール変えればいいんだ」 何回か試行して解決しようとする

柿とりプロジェクトの中での様子である。

11月12日（木）1回目

赤グループは前日に5A児が思いついたボールを投げて柿に当てて取る，という方法でチ

ャレンジするようだ。5A児は「僕達は女の子が柿をキャッチする担当で，男の子はボールを

投げる担当にした」と意気込んでいる。巧技台を2段重ね，その上に乗って真上の柿を目がけ

て5A児がボールを投げるが，届かない。何度か挑戦した後,5B児と交替する。5B児が何

度目かに投げたボールが柿のすぐ横に命中すると,5C児が「わあ！あのてつぺんの柿ある木

まで届いた！でも，もうちょっと横だったなあ－」と話したり,5B児の様子を見た他の3人

が「5B児くんうまい！」と喜んだりした。結局全員投げたが，柿に当たることは無かった。

保育室に帰ってくると5B児や5A児が次は巧技台を高くすると話し,5C児や5D児も賛

成していた。

11月14日（士）2回目

巧技台を1段増やし3段にしてボールを投げる。高くなった分，不安定になり,5C児や5

，児は「グラグラして怖い」と高く投げることができなかった。5A児や5B児が投げたボー

ルは何度か柿には当たるのだが，柿は落ちてこなかった。

保育室に戻ってくると，次はどうしようかと自然と話し合いが始まった。

5A児「ねえ，みんな。じやあもつと高くしよう！」

5B児「でも，もつと高くしたらもつとユラユラするから，投げれなくなるよ」

5C児「そうや。それに私小さいし,5A児ぐんと5B児ぐんと5D児ちやんが投げれ

ばいいよ。5B児くんうまいし」

5A児「でももつと高くしないと当たっても落ちないし“･」

4人は「う－ん…」と皆黙りこんでしまった。しばらく黙り込んでいたので，教師は今の状

況を確認することで考えるきっかけとなってほしいと思い，話しかけた。

教師「困ってるみたいだね。みんなは何に困ってるの？」

5A児「巧技台を高くしたいけど，でも高くしたらボールが投げられなくなるから困っ

てる」

5D児「高くしたら危ないもん」

教師「どうして高くしたいの？」

5B児「だってもっと強く投げないと柿落ちてこないもん」

教師「なるほどね。でもこれ以上高くはできないのか。どうしようねえ」
一へ

｢ボールを使うっていうのは，（次も）変わらない？」

5A児「そうだ！いいこと思いついた1先生，もっとボールある？」

5B児「そうや，ボール変えればいいんだ」

教師「あるよ，一緒に見に行く？」

4人は教師に付いていき，倉庫でボールを見ながら選んでいる。

5D児「大きいのにしようよ」

5B児「え－．投げにくいよ」

5A児「じやあ小さいのにしよう」

－82－







塵ヨ
課題

・当番の仕事を早く終わらせたい解決課題

主体的・協同的な子どもの姿

．どうしたらいつもより早く当番活動が終われるか考え，提案する姿(5B児）

・友達の提案を理解し，やってみようとする姿(5C児）

・友達の提案を受け入れ，やってみようとする姿(5A児・5D児）

．まだ終わっていない友達を手伝いにいこうとする姿(5C児．5D児）

教師のかかわり

･5B児の考えをみんなに話すように促し，広める

・結果がどうだったのかわかるように当番活動にかかった時間を知らせる

学んでいたと思われること

･やり方を変えてやってもいいこと匪預房転函(5C児･5D児･5A児）
･自分の考えを受け入れてもらえた嬉しさE巨宥南國(5B児）
･友達と新しいやり方で友達と分担して行い,早く終わることができた喜び馬豆國
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1月20日（水）劇の練習にて 友達の気持ちを考え話し合って解決

表現会で行う劇の練習が始まった初日，1人で敵役のドラゴンを演じる5A児の出番が来

たが,浮かない表情で動けないでいる。教師は，どうしたらよいか分からないのだろうと考え，

モデルを示そうと5A児の役を代わりに演じることにした。話が進み最後の場面になったが，

5A児は動かない。

5B児「5A児くん，どうしたの？」

5C児「だいじようぶだよ,5A児くんならできるよ」

5D児「失敗してもいいんだよ，やってみてよ」

5A児はうつむいたまま，動かない。その5A児の様子を見て，幼児は誰からともなく座り

始めた。

5E児「やりたくないんじやない？」

5D児「緊張してるんじやないの？」

5B児「やりかたがわからないんじやない？」

みんな5A児の様子を伺っているが,5A児は反応しない。少し間があった後，教師が尋ね

た。

教師「みんなが今言ってたのは，そうかなあって思うことなんだよね。5A児くんは

どう思っているんだろうね」

5A児は教師の顔を見て少し口を動かしたが言葉は聞こえなかった。だが少しの沈黙の後

に話し始めた。

5A児「………ドラゴンあんまりいなかったから」（役を決める時ドラゴン役が少なか

った）

声は小さかったが，近くで聞いていた5F児が復ﾛ昌したことでみんなが聞くことができた。

教師「今は，どうしたいの？」

5A児「最初は5G児ちやんがやるって言ってたけど，他（の役）になったから…」

5A児「(5G児ちやんがいたから）できるかなって思った」

5G児「やっぱりドラゴンやる」

5B児「ほんと？でも5G児ちやんも我'|曼してるんじやない？」

5G児「我慢してやる」

5B児「我慢しなくていいんだよ？」

5H児「本当にやりたい人がやればいいんだよ」

5E児「みんなに聞けばいいんじやない？ドラゴンやりたい人一」

5G児だけが手を挙げる

5C児「本当にやりたいの？」

5G児「やりたい」

教師「さっきは我慢するって言ってたけど…」

5G児「やっぱりやりたい。1人じや大変そうだから」
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教師「5A児くんが大変そうってこと？それは我l|曼じやない？」

5G児「うん。私ドラゴンできる」

5G児は真剣な表情で言い切った。みんなそれを聞いて，「よかったよかった」という雰囲

気になった。

5A児は変わらず動かないでいた。一段落したあと，教師が尋ねた。

教師「次はどうすればいい？」

51児「5A児くんに聞かないとダメだと思う」

5B児「5A児くん，どう？」

5A児「それでいい」

昼食の時間となったので練習は終わりにした。場をかたづけながら5A児は明るい表情で

5G児とちょっかいを出し合って遊んでいた。

屋雪
課題

･5A児が動かないから劇が進まない解決課題

主体的・協同的な姿

･5A児が動けない理由を考え，理解しようとする

．話し合う場をつくる

･5A児の気持ちや場の状況を考えて，ドラゴン役をかつてでる(5G児）

･5A児の気持ちを確認する(51児）

･5G児の気持ちを確認する

教師のかかわり

・幼児同士の話の様子を見守りながら，様子に応じて話を整理したり確認したりする

学んでいたと思われること

･相手の気持ちを察することF同ヨ
・心配して声をかけてくれたり，解決してくれたりする友達がいること(5A児）

･問題が解決し,また劇ができる嬉しさl舌豆國
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